
〈1〉

　この「鼠に関する民俗と信念」については、1924（大正
13）年に中村古峡からの「十二支考」刊行打診を受けて開始
された新規書き下ろしの草稿など、関連する直筆の原稿類が計
６点顕彰館に所蔵されている。白浜の南方熊楠記念館には「鼠」
の腹稿も現存する。「十二支考」の論考で、これほど多数の関
連資料が遺されているものは他にない。熊楠の思考の軌跡を追
うための貴重な資料群と言えよう。今後の研究の進捗が期待さ
れる。

　南方熊楠の代表作ともいわれる「十二支考」。執筆されなかっ
た「牛」を除く11編の中で、2020年の干支に当たる子年の
論考「鼠に関する民俗と信念」([原稿 0868]) の原稿 60枚は、
ふたつの点で特殊な存在と言える。「十二支考」の中で雑誌『太
陽』に掲載されなかった唯一の論考であり、「十二支考」で唯
一現存する直筆原稿でもあるからだ。
　1923（大正 12）年の日記を参照すると11月 19日の記述
に 『太陽』へ『鼠に関する民俗と信念』二葉かく」とあり、
この日に執筆が開始されたとみられる。12月３日には「五十五
葉と十一行まで」書き進め、『太陽』を発行している博文館編
集部へ既にできていた30枚を書留で発送した。12月10日に脱
稿、翌11日には残り30枚と挿画５点「（一）梵相大黒天　（二）
今日印度のガネサ　（三）バーガンヂー王夢に橋として渡りし剣
　（四）ハムステル　（五）竹鼬」に「状一」を添え、書留で発送
している。
　しかし12月21日、予想外の出来事が起こる。『太陽』編集部
の長谷川誠也という人物から「鼠に関する民俗と信念」の掲載
を断る旨の手紙が届き（［来簡3356］長谷川誠也・封書）、別
便で原稿60枚が返送されてきてしまった（挿画５点は返却さ
れなかったらしく現在確認できない）。長谷川の書簡には、既
に一月号の編集が終了していること、編集部の新しい方針によ
り雑誌の内容を「通俗的」に改めることにしたため熊楠の原稿
は誌面に合致しないことなどが、非掲載の理由として挙げられ
ている。
　以上の事情で「鼠に関する民俗と信念」60枚は、熊楠の生
前には発表されることなく終わってしまった（乾元社版、平凡
社版の全集ではそれぞれ異なる改変が施されており、どちらも
熊楠が書き上げた当初の内容そのままではない）。熊楠にとっ
ては不幸な出来事だったが、資料保存の見地からすれば、返送
されたために「十二支考」で唯一残った幸運な原稿とも表現で
きるだろう。
　興味深いのは、『太陽』への執筆と同時進行で大阪毎日新聞
に掲載された「鼠に関する伝説と文学」（乾元社版、平凡社版
全集では副題をとって「鼠一疋持って大に富んだ話」になって
いる）が書かれていることである。12月 13日の日記には「四
時より大毎紙へ鼠の話筆す。徹暁不眠」とあり、14日の分に
は「昨夜不眠。今日おし通し大毎紙へ原稿かく。四百八十字罫
紙八葉半、午後四時成り、下女して出さしむ」と書かれている。
19日には原稿料50円を受領した。博文館の長谷川からの封
書と返却原稿を受け取ったのは21日なので、大阪毎日新聞へ
の執筆は非掲載になったことと無関係である。新聞社から依
頼を受けて執筆したものか、あるいは自発的に投稿したのか、
該当する記述を見いだせていない。今後日記や周辺の資料を精
査して事情を確認したい。
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